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特定化学物質障害予防規則等の改正に伴う
作業環境測定の実施について

特定化学物質障害予防規則等が改正（平成20年3月1日施行）され、ホルムアルデヒド及び1,3-ブタジエン並びに硫酸ジエチルに係る健康障害防止対策が、求められることとなりました。
　改正後の健康障害防止対策については、総合安全管理センター環境保全室ホームページの「特定化学物質障害予防規則等の改正の件（ホルムアルデヒド等）」を熟読し、法令の遵守をお願いいたします。
特に、ホルムアルデヒドを使用している研究室等については、作業環境測定が新たに義務づけられましたので、当該研究室等に作業環境測定士が伺い、使用状況調査等を行いますので、調査・立入りが必要となります。

また、その結果、改善を行う必要が発生する場合もありますので、調査・立入りや改善指導の際にはご協力をお願いいたします。
以下にリンクを設定してありますので、ご利用下さい。
「特定化学物質障害予防規則等の改正の件（ホルムアルデヒド等）」
本件発信元
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